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Ａ．目的
　近年サプリメントの利用は増加傾向にある⚑）。サプ
リメントは小売店のみならず様々な場所で販売されてい
る。中には栄養素含有量が多いものもあり、食事調査や
健康・栄養教育をしていく上で無視できない存在になっ
てきている。しかしサプリメント利用については、年代
や意識レベルによる差があると考えられることから、本
研究では、その違いが食物・栄養素摂取状況や生活習慣
等にどう関係しているかを把握することを目的とした。
今回は、今後の研究の基礎資料としていくため、健康講
座に参加するシニア世代を調査し、考察を加えたので報
告する。
Ｂ．方法
①調査対象者
　長野市近郊の⚔⚐～⚗⚔歳を対象とした信州大学・NPO
長野ウェルネス大学のシニア健康講座の集団教育プログ
ラム（半年間で運動実技・健康講話・体力測定・調理実
習など計⚑⚑回）と個人の歩行運動の支援を中心とした講
座の参加者のうち平成⚒⚑年⚖月に講座開始前健診（以下
事前健診）を受けた⚕⚑名（男性⚑⚕名、女性⚓⚖名）を対象
とした。
②調査方法
　事前健診時に、生活調査・食事調査・活動調査を行
なった。質問票は当事業団健康センターの問診票を用
い、事前に配布し記入したものを当日持参してもらい、
各専門職が面接聞き取りを行なった。サプリメントの利
用状況については食事調査と同時に管理栄養士が聞き取
りをし、その利用状況によって⚔つの群に分類した。聞
き取りの内容は、「食事以外で摂っているものでサプリ
メントや健康食品はあるか」→利用がある場合には「目
的があって利用しているか、もしくは永く利用している
か」とした。
③聞き取りの結果
　聞き取りの結果、男性⚑⚕名のうち、積極的にもしくは
永く利用している（以下積極利用群）は⚔名、迷いなが

ら利用している⚑名、迷いながら利用していない⚐名、
明らかに利用せず（以下未利用群）⚑⚐名であった。女性
⚓⚖名のうち、積極利用群は⚑⚙名、迷いながら利用してい
る⚗名、迷いながら利用していない⚓名、未利用群⚗名
であった。男性は未利用群が⚖⚗％を占めるのに対し、女
性の未利用群は⚑⚙％で、積極利用群が⚕⚓％となってい
る。参考までに、よく利用されているサプリメントは血
栓をとかす、ニンニク卵黄、ビタミン、ミネラル類等で
あった。
④解析方法
　本考察では、例数の少ない男性を除外し、また迷い利
用群と迷い未利用群を「迷い群」としてまとめた上で利
用意識別に⚓群とし、女性⚓⚖名のデータのみを解析対象
とした。その内訳を図⚑に示した。平均年齢（±標準
偏差）は、積極利用群⚖⚑．⚕（±⚗．⚙）歳、迷い群⚖⚐．⚔
（±⚗．⚐）歳、未利用群⚕⚘．⚙（±⚗．⚐）歳であった。

　上記⚓群において、ア）生活…睡眠時間、運動エネル
ギー、⚑日総消費エネルギー、イ）食物…⚑日総摂取エ
ネルギー、各食品群（卵・乳・肉・魚介・大豆製品・果
物・穀類・芋類・油脂類・緑黄色野菜・淡色野菜（海
藻・きのこ含む、以下淡色野菜類）・嗜好食品）の総摂
取エネルギーに対する供給比率、摂取栄養素（たんぱく
質・脂質・炭水化物・カルシウム・食物繊維・食塩）、
ウ）生体指標…BMI、体脂肪率、血圧（拡張期・収縮
期）、血液検査項目（尿酸・空腹時血糖・HDLコレステ
ロール・LDLコレステロール・中性脂肪・動脈硬化指
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数・AST（GOT）・ALT（GPT）・γ－GTP・総蛋白・
クレアチニン・BUN）について、分散分析（一元配
置・多重比較Tukey法）を用いて検定した。
Ｃ．結果
　利用に関する意識が異なる⚓群の、生活、食物、生体
指標全⚓⚘項目のうち⚓⚖項目の平均値を表⚑に記載した。
各項目の群間比較においては、淡色野菜類供給比率と
BUNで有意差が認められた。各食品群の供給比率を図
⚒に示したが、淡色野菜類においては、積極利用群が迷
い群に比べ、有意に多く摂取していた（ｐ＜⚐．⚐⚕）。ま
た有意差は認められなかったが、魚介類と緑黄色野菜の
エネルギー供給比率、たんぱく質摂取量、炭水化物摂取
量においては群間の差が大きい結果であった。生体指標
では、BUNにおいては積極利用群が迷い群に比べ有意
に低値であり（ｐ＜⚐．⚐⚕）、総蛋白において群間の差が
大きい結果であった。
Ｄ．考察
　今回対象とした中高年女性においては、サプリメント
積極利用群は淡色野菜類が有意に多く、魚介類、緑黄色
野菜も多めであることは生活習慣病予防の点から考えて

好ましい傾向であるといえる。油脂類の摂取が多くな
く、総摂取エネルギーは低めでありBMIも低めの傾向
がみられた。これは、「利用する」という意識の高揚が
健康行動へとつながっていることが示唆される一方、必
要性を見極めた上で、利用に関する指導を行う必要があ
るとも考えられる結果でもあった。生体指標について何
らかの傾向がみられたものにおいては今後詳細な検討が
必要である。
Ｅ．まとめ
　今回の調査では、中高年女性を対象として主に利用意
識で群分けし検討したが、今後はサプリメント利用開始
時期、利用期間、動機（理由）、目的、利用数等を併せ
て検討する必要があると考えられた。さらに、年代等に
よる相違も考えられることから、今後は対象年齢を広
げ、例数を増やし更に検討を進めて行く予定である。

参考文献：
⚑）長野県衛生部健康づくり支援課：「平成⚑⚙年度県民
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表⚑　群ごとの各項目の平均値
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